


馬形埴輪 (上人ヶ平遺跡 )
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昭和63年度の発掘調査について

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは,昭和63年度に,久美浜町から木津町

に及ぶ府内全域にわたって,41件の発掘調査 を実施 しました。個々の調査の概要について

は,次ページの一覧表のとお りです。調査は,農地開発・ほ場整備 0河川改修・道路建設・

工業団地造成 0建物新築・宅地造成に先立って記録保存を目的 として行ったものです。

丹後地域の国営農地開発にともなう調査は,アバ田東古墳 。遠所古墳群 。スクモ塚古墳

群などの古墳の調査が中心となりました。河川改修による舞鶴市桑飼上遺跡の調査では,

奈良時代の整然と並んだ建物跡がみつかり,豪族の館,あ るいは地方の役所ではないかと

注目されました。道路建設に先立つ調査では,近畿自動車道敦賀線の建設にかかわって,

綾部市私市円山古墳の全容が明らかとなり,大 きな話題となりました。この古墳は,府内

最大 (全長81m)の 円墳で,保存状態もよく,現状で保存されることとなりました。宅地造成

にともなう,木津町宝 人ヶ平遺跡の調査では,8基の古墳と埴輪を焼いた窯跡などがみつ

かりました。埴輪の生産地と供給先がともに明らかとなったことに関心が寄せられていま

す。

このように,昨年度の発掘調査によっても大きな成果を得ることができました。こうし

た調査の成果により,京都府の歴史や昔の人々のくらしが徐々に明らかになると思います。

綾部市私市円山古墳 現地説明会(昭和63年 9月 )
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昭和63年度発掘調査遺跡一覧表

佃わ京都府埋蔵文化財調査研究センター調査

番号 遺  跡  名 種 別 所  在  地 担当者 調査期間 概 要

日光寺遺跡 集落跡 久美浜町浦明
荒川 史

森島康雄

63.7.21
～元。1.21

鎌倉時代の古墓3基,古墳時代中期の竪穴式

住居跡5基,奈良時代の掘立柱建物跡

アバ田東古墳 古 墳 久美浜町新庄 荒川 史
63.4。 19

～63.5。 17
古墳時代の木棺直葬墳

アサバラ遺跡 集落跡 久美浜町新庄 荒川 史
４

３

‘

６３

”

，

２

７

古墳時代の竪穴式住居跡3基 ,溝,横穴式石

室(ア バ田東3号墳)

鳥取城跡 城館跡 久美浜町浦明 森島康雄 ，

２

８～63
弥生時代後期の土坑・溝,室町時代の溝

堤谷古墳群 古 墳 久美浜町丸山 荒川 史
８

３

‘

６３

”

３

Ｌ
古墳時代中期の木棺直葬墳3基

川向1号墳 古 墳 久美浜町大井 荒川 史
63.11.16
～63.12.23

古墳時代後期の横穴式石室墳1基

大谷古墳状隆起 古 墳 網野町島津 中川和哉 ～63
遺構・遺物なし

遠所古墳群 古 墳 弥栄町木橋
増田孝彦
中川和哉

63.6.1
～元.2.23

古墳時代中 0後期の群集墳 (木棺直葬墳及び

竪穴系横口式石室)22基

スクモ塚古墳群 古 墳
弥栄町吉沢

峰山町内記

増田孝彦
中川和哉

63.4。 18

～63.7.8
古墳時代中期の木棺直葬墳4基

10 温江遺跡 集落跡 加悦町温江 森  正
63.10.11
～元.2.25

弥生時代後期の土坑,は しごが出土

11 雫揃遺跡 集落跡 野田川町下畑 中川和哉
63.7.25
～63.8。 12

遺構・遺物なし

12 休場古墳 古 墳 野田川町水戸谷 森  正
63.7.18
～63.9。 14

古墳時代後期の横穴式石室墳

13 桑飼上遺跡 集落跡 舞鶴市桑飼上
細川康晴
肥後弘幸

63.4。 12

～元。3.10

古墳時代中期の竪穴式住居跡9基,奈良時代
の掘立柱建物跡14棟

14 興遺跡 集落跡 福知山市興 田代 弘
63.11.24
～元。3.15

弥生時代中期の溝 0分銅形土製品,鎌倉 0室

町時代の掘立柱建物跡

15 観音寺遺跡 集落跡 福知山市観音寺 岡崎研一
63.11.24
～元。3.15

弥生時代の溝,鎌倉 0室町時代の柱穴

16 私市円山古墳 古 墳 綾部市私市町
竹原一彦
鍋田 勇

63

～63

古墳時代中期の造り出しをもつ大円墳, 3基
の主体部より武器・武具 0玉類出土

17 馬場池東方遺跡 散布地 綾部市私市町 黒坪一樹
～フG

顕著な遺構・遺物なし

18 跡壼退
鶴
宅

み
三 集落跡 綾部市豊里町 竹原一彦

63.4.21
～元 。1.25

弥生時代中期の方形周溝墓,古墳時代前期の

土坑群

19 福垣北古墳群 古 墳 綾部市豊里町 田代 弘
63.4。 14

～63.8.31
古墳時代中期の古墳4基, うち1基は木棺直

葬の主体部を確認

20 舘 1号墳 古 墳 綾部市舘町 田代 弘
63.10.3
～63.11.1

墳丘を削平された古墳

21 赤田遺跡 集落跡 綾部市位田町 黒坪一樹
63.5。 19

～63.8.12
古墳時代後期の竪穴式住居跡2基

22 火柴原古墳状隆起 古 墳 福知山市石原 竹原一彦
元 .2.1
～元 。3.15

遺構 0遺物なし,池改修時の盛土

23 青野西遺跡(第 4次 ) 集落跡 綾部市青野町 引原茂治
63.5。 20

～63.10.22

古墳時代前期の竪穴式住居跡5基・溝,平安
時代の掘立柱建物跡1棟・溝

24 淵垣城跡 城館跡 綾部市淵垣町 引原茂治 。
１

元

６３

”
顕著な遺構 0遺物なし(北谷城と改める)

25 岡安城跡 城館跡 綾部市淵垣町 引原茂治 。
１

元

６３

”
顕著な遺構。遺物なし(西八田城と改める)

26 千代川遺跡(第 14次 ) 集落跡 亀岡市千代川町
小池 寛
鵜島三寿

63.4。 17

～元 。2.17
丹波国府推定地北限の溝,平安時代の掘立柱
建物跡3棟,鎌倉時代の掘立柱建物跡。井戸
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番号 遺  跡  名 種 別 所  在  地 担当者 調査期間 概 要

27 平安京跡 都城跡 京都市上京区
伊野近富
岩松 保

63.4.6
～63.8。 10

西洞院通と近衛大路の変遷,戦国時代の便所
跡,華南三彩盤

28 長岡宮跡(宮205次 ) 都城跡 向日市鶏冠井町 竹井治雄
63.4.11
～63.6.29

藤原京期の掘立柱建物跡,長岡京期の掘立柱
建物跡 0溝

長岡京跡(左202次 ) 都城跡 向日市上植野町 竹井治雄
63.8.1
～63。 9。 27

長岡京期の掘立柱建物跡 0溝・土坑,漆の付
着した土器

長岡京跡(左200次 ) 都城跡 長岡京市馬場
戸原和人
三好博喜

63.7.18
～元。3.10

長岡京推定六条大路の側溝

31 長岡京跡(右306次 ) 都城跡 長岡京市栗生 岩松 保 ～63

古墳時代後期～飛鳥時代の掘立柱建物跡5棟
以上

32 長岡京跡(右310次 ) 都城跡 長岡京市今里 石尾政信 。
７

・Ｌ

６３

”

長岡京期の西二坊大路東側溝 0掘立柱建物跡
1棟,木簡4点

33 山崎津跡 官街跡 大山崎町大山崎 竹井治雄
63。 11.8
～63.12.15

平安時代の柱穴,江戸時代の井戸

34 木津川河床遺跡 集落跡 八幡市八幡 岩松 保
63.10.20
～元.3.1

中世の小溝群,安土 e桃山時代の噴砂,古墳
時代の竪穴式住居跡

35 内里八丁遺跡 散布地 八幡市内里 三好博喜
死

木津川旧河道

36 小田垣内遺跡 城館跡 田辺町普賢寺 伊野近富
63.8.17
～元。3.ll

室町時代の堀・土塁,石仏,蔵骨器

37 上人ヶ平遺跡 集落跡 木津町市坂 石井清司
63.9。 12

～元。3.13

古墳時代中期の古墳8基,古墳時代中期の埴
輪窯 1基

38 瓦谷遺跡 集落跡 木津町市坂 伊賀高弘
63.4.19
～元.1.19

上人ヶ平 1号埴輪窯の灰原

39 瀬後谷遺跡 散布地 木津町市坂 伊賀高弘
63.11。 21

～63。 12.21
丘陵斜面の磁気探査

40 藍轟段102号墳 古 墳 木津町市坂 石井清司
63.6.29
～63.9。 26

2号墳は,古墳時代中期の木棺直葬墳,埴輪・

鉄器 0玉類出土

41 木津遺跡 集落跡 木津町木津 岩松 保
８

３

‘

６３

”

奈良時代の墓 0掘立柱建物跡,近代の製糸工

場建物跡
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にっこう じ い せき

日光寺遺跡 (m京都府埋蔵文化財調査研究センター )

古墳時代～鎌倉時代

久美浜町浦明

調査地全景(北から)

墓から発見された中国製青磁椀

日光寺遺跡は,久美浜湾にのぞむ台地上にあります。古墳時代の竪穴式 住 居跡や,飛鳥

～平安時代の掘立 柱 建物跡,鎌倉時代の墓などがみつか りました。掘立柱建物跡は,南北

1lm。 東西 5mと 比較的大 きなものです。鎌倉時代の墓は楕円形で,ほ ぼ同じ大 きさのもの

が 2基並んでいました。片方の墓には,完形の中国製青磁椀が納められていました。この

二つの墓は夫婦 を葬ったものかもしれません。

そのほか,こ の遺跡から石鏃,碧 玉の原石,須恵器の杯蓋,こ ね鉢,土師器杯,土錘な

どが出土 しました。
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えんじょ こ ふんぐん

遠所古墳群 ((員わ京都府埋蔵文化財調査研究センター )

古墳時代中・後期

弥栄町木橋

調査地全景(東から)

群集墳を完掘

遠所古墳群は,丹後半島のほぼ真ん中にある弥栄町西端の入り組んだ丘陵部に営まれた

古墳群です。現在まで22基の古墳が確認されており,そのうち3基が方墳で,その他はす

べて円墳です。円墳は直径10～ 20m前後の規模で,最大の 9号墳は,直径21m・ 高さ3mで

す。埋葬施設は,木棺を直接納めたもの (木棺直葬 )と ,花こう岩で木棺を安置する部屋を

築いた石室 (竪穴系横口式石室)を もつものの 2種類がありました。この石室は,棺を安置

する玄室への通路 (羨道)が簡略化されたものです。

出土遺物には,鉄刀,鉄鏃,刀子,馬具,須恵器,土師器,玉類などがあり,こ れらの

遺物からこの古墳群は, 5世紀末から6世紀後半 (約 1,500年 から1,400年前)に造られ, 6

世紀末ごろ(約 1,400年前)に石室墳への追葬が行われたことがわかります。
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須恵器・壺

須恵器

土師器・壺
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やすみば こ ふん

休場古墳 (働京都府埋蔵文化財調査研究センター )

古墳時代後期

野田川町水戸谷

調査地全景(南から)

谷間の古墳

休場古墳は,水戸谷と呼ばれている野田川下流域の丘陵先端部に営まれた古墳です。発

掘調査の結果,直径17m・ 高さ3mの 円墳とわかりました。埋葬主体は,花こう岩で木棺を

安置する部屋を築いた横穴式石室で,その規模は,幅 1.3m・ 長さ6.lm・ 高さ1。 7mを 測 り

ます。この石室の床面の平面形は,人口から奥までほぼ同じ幅の「コ」の字をした無袖式

といわれるものです。石室の中からは,30点 あまりの須恵器,刀子,鉄鏃,紡錘車,碧 玉

製管玉,水晶製切子玉・ガラス小玉・ナツメ玉などの玉類のほか,人骨,歯なども出土し

ました。また,こ の古墳の裾には,同 じく花こう岩を使用した小さな竪穴式石室が造られ

ていました。その規模は,長さ1.lm・ 幅0.4m O高 さ0.5mを 測ります。中からは鉄製の刀

子が 1点出土しています。この古墳が造られたのは,6世紀末 (今から約1,400年 前)ご ろと

考えられます。
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金環・玉類
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あつ え い せき

温江遺跡 ((日わ京都府埋蔵文化財調査研究センター )

弥生時代

加悦町温江

は しご出土状況

残されたはしご

温江遺跡は,加悦谷の野田川東岸にあり,東西約600m・ 南北約800mの 広がりを持つ遺跡

です。昭和42年 ほ場整備が行われたとき,多 くの弥生土器が採集され,弥生時代の大きな

ムラがあったと考えられています。

今回の調査では,多 くの土坑と,竪穴式住居跡などがみつかりました。土坑の一つから

は,中 に出入 りするための「はしご」が立てられたままで残っていました。このはしごは,

一本の木を削り出して作ったもので,底から3段分,長 さ約 lmが残っており,弥生時代後

期 (今から約1,800年 前)の ものとわかりました。このように,使われた状態で残っていたは

しごは,他に例のない貴重なものです。そのほか,木製のスキ,斧の柄,土器などが出土

しました。
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弥生土器・甕

弥生土器 0壺

弥生土器・壺
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しぎたにひがし  ごうふん

鳴谷 東 1号墳 (立命館大学文学部 )

古墳時代中期

加悦町温江

円筒埴輪・土師器出土状況

築造時の姿そのままヮ加悦谷の大円墳

鴫谷東 1号墳は,加悦谷の野田川東岸の丘陵上に位置します。今まで 3回の発掘調査が

行われており,直径約50m前後,高さ1lm,南側に長方形の壇をもつ円墳と考えられていま

す。墳丘は 2段の平坦面を持ち,各平坦面には円筒埴輪列が巡 り,斜面には石が葺かれて

います。これらの埴輪列や葺石はきわめて保存状態のよいものです。埴輪列にまじって柱

が立っていたことがわかりました。また墳丘南側の埴輪列の外には大小の壺,高杯がまと

めておかれており,古墳を造ったあと,こ こでおまつりを行っていたようです。

出土遺物は,円筒埴輪,朝顔形埴輪,合子形特殊埴輪,形象埴輪(蓋,家,盾,甲,冑 ,

輌,水鳥,鶏 )な どで,こ れらの遺物からこの古墳は 5世紀前半 (今から約1,550年 前)の築

造と考えられています。
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つくりやま こ ふんぐん

作 山古墳群 (加悦町教育委員会 )

古墳時代前・中期

力日′脱町力日′脱

1号墳石棺出土状況(西から)

60年ぶ りに姿を現わ した石棺

作山古墳群は,野田川東方にある丘陵の先端部に位置 します。 4基の古墳からなり, 1

号墳は直径30mの円墳,2号墳は直径26mの円墳,3号墳は一辺17mの 方墳,4号墳は全長

30mの 前方後円墳で,東側には,丹後三大前方後円墳の一つである蛭子山古墳 (全長145m)

が存在 し, ともに国の史跡に指定されています。

1号墳には全長2。 7mの組 合 式石棺が納められています。この石棺はかたい花こう岩をて

いねいに加工し,内面に朱を塗ったものです。

60年前の発掘調査では,石棺の中から人骨,鏡,腕輪 (石 釧),玉類,鉄製品などが発見

されていましたが,今回の調査では,あ らたに合子形特殊埴輪,朝顔形埴輪,祭祀用の土

製品などが出土しました。ほかに,鹿の絵をヘラで描いた珍しい埴輪片もあります。これ

らの古墳は, 4世紀末から5世紀ごろ(今から約1,500年 前)に 造られたと考えられます。

最近,蛭子山古墳とともに全面的に環境整備する計画が具体化し,なお一層保存と活用

の両面がはかられることとなりました。
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くわがいかみ い せき 古墳時代～奈良時代

舞鶴市桑飼上桑 飼 」ヒ遺 跡   (0京都府埋蔵文化財調査研究センター )

掘立柱建物跡群検出状況

古代の役所 ?豪族の館 ?

桑飼上遺跡は,舞鶴市の西端,由良川南岸の自然堤防上に位置します。この遺跡の上層

からは整然と建てられた12棟以上の掘立柱建物跡がみつかりました。この建物跡の中には,

東西棟の大規模なものや,倉庫状のものもありました。この建物跡群は奈良時代の豪族の

「やかた」,あ るいは役所の跡と考えられます。

下層からは,竪穴式住居跡が10基みつかりました。この住居跡の平面はすべて四角形で,

中から滑石製臼玉,有孔円板,土師器,須恵器,玉類などが出土しました。これらは,古

墳時代中期に建てられたものと考えられます。
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有孔円板

竪穴式住居跡検出状況
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おき い せき

興遺跡 ((貝わ京都府埋蔵文化財調査研究センター )

弥生時代～室町時代

福知山市興

調査地全景 (南か ら)

ナゾの祭祀遺物一分銅形土製品

興遺跡は,福知山市の東部,由良川南岸の平野部に位置する,弥生時代から室町時代に

至る複合集落遺跡です。今回の発掘調査では,上層から,鎌倉・室町時代の掘立柱建物跡

や土坑,柱穴,古墓などが見つかり,土師器皿,短刀,釘,青磁椀などが出土しました。

下層からは,弥生時代中期の溝や土坑,柱穴などがみつかりました。弥生時代の溝は,村

を取 りまく環濠であった可能性があります。

そして溝の中から分銅形土製品 1点のほか,壺や甕などの土器がたくさん見つかりまし

た。分銅形土製品は,岡 山地方に多く見られるもので,お まつりの時に土面として使われ

たのではないかと言われています。そのほか,一つの土坑から木製のかんざしが出土し,

注目されています。
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分銅形土製品出土状況

分銅形土製品
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きさいちまるやま こ .〕、ん 古墳時代中期

綾部市私市町私 市 円 山 古 墳  ((麻 都府埋蔵文化財調査研究センター )

調査地全景 (南東から)

大円墳発見ヮ丹波の王墓

私市円山古墳は,綾部市の西部,福知山市境に近い由良川北岸の丘陵上に位置する,造

り出しを持つ大型の円墳です。墳丘の大 きさは,直径71m O高 さ10mで,南側の造 り出しを

含めると,全長81mと なり府内で最大の規模 をほこります。

墳丘には二段の平坦面があり,そ こには,円筒埴輪や朝顔形埴輪が墳丘をとりまくよう

にならべてあります。また,墳丘の斜面には河原石が全面に葺かれていました。墳丘頂部

からは,二つの埋葬施設が確認され,そ の二つはともに長さ4mの木棺で,多 くの副葬品が

納められていました。

主な副葬品は,冑 0頸 甲・肩 甲・短甲・金で飾られた胡纂(矢 を入れて腰から下げる入

れ物)・ 鉄剣・鉄刀・鉄鏃 0鏡 。農工具類 。玉類 0竪櫛などで,特に胡纂は,韓国にも類例

のある精巧なものです。この古墳は,5世紀中ごろ(今から約1,550年前)に 造られたと考え

られます。

また,こ の古墳は,関係者の努力により全面保存されることが決まっています。
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主体部検出状況

玉 類
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あお の にし い せき 弥生時代～古墳時代

綾部市青野町青 野 西 遺 跡   (第 3次調査・綾部市教育委員会 )

調査地全景

住居の上に造 られた最古の前方後方墳

青野西遺跡は,由良川流域の代表的な集落跡である青野遺跡の西側にあた ります。今回

の発掘調査では,弥生時代末期から古墳時代初めの竪穴式住居跡 7基 と古墳 2基がみつか

りました。竪穴式住居跡は,円形のもの と方形のものがあり,保存状態のよいものが多く,

火事で焼けたものも確認されました。さらに円墳 と前方後方墳が各々 1基みつか り,前方

後方墳は古墳の発生にかかわる重要な資料 を提供 しました。

竪穴式住居跡や古墳の周濠部からヒスイ製の勾玉,壺,甕,高杯などが出土 しています。
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あお の にし い せき

青野西遺跡 (第 4次調査・働京都府埋蔵文化財調査研究センター )

古墳時代～平安時代

綾部市青野町

調査地全景(東から)

ムラを切 り裂 く地震の跡

青野西遺跡の第 4次調査は,,第 3次調査地の北方,由 良川南岸の堤防に面 したところで

実施されました。今回の発掘調査では,古墳時代初頭～前期の竪穴式住居跡 3基,土師器

の甕,平安時代中期の掘立柱建物跡 2棟 と溝数条, さらに古代の地震の跡 (噴砂)がみつか

りました。これらの遺構にともなって,土師器の甕,高杯,器台,椀や黒色土器椀,ふ い

ごの羽口などが出土 しました。

過去の調査例 とあわせてこの遺跡は,大規模な集落跡であることがあらためて確認され

ました。
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ち よ かわ い せき

千代川遺跡 (第 14次調査・働京都府埋蔵文化財調査研究センター )

弥生時代～鎌倉時代

亀岡市千代川町

調査地全景 (北か ら)

丹波国府を掘 る

千代川遺跡は,亀岡市の西北,大堰川西岸の平野部に位置します。以前の発掘調査で,

縄文時代から中世に至る複合遺跡であることが知られており,ま た奈良時代の丹波国の国

府 (古代に国ごとにおかれた中心的な役所,今の府庁のようなもの)跡 と推定されていると

ころです。今回の調査では,弥生時代から中世に至る自然流路跡,国府の範囲の北を限る

溝跡,平安時代の掘立柱建物跡のほか,鎌倉時代の遺構などがみつかりました。平安時代

の掘立柱建物跡は,比較的規模の大きいもので,こ の時期にも重要な施設が存在した可能

性があります。

特に,国府の北を限る溝跡から出土した石帯 (古代のベル トを飾る装飾具)は珍しいもの

です。また, 自然流路から出土した古墳時代の木製やじりも注目されます。
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墨書土器

木製や じり 瓦器椀
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い おうだに  ごうふん 古墳時代後期

亀岡市下矢田医 ヨE谷 1号 墳   (亀岡市教育委員会 )

石室全景(東から)

金銅馬具 と子持器台をもつ首長墓

医王谷古墳群は,亀岡盆地の南部,JR亀岡駅の南約 2 kmの ,南から北へのびる丘陵上に

位置します。今回発掘調査 された 1号墳は,直径23m O高 さ 3mの 円墳です。周辺の古墳の

中でも規模の大 きいものです。埋葬主体は,チ ャー トや砂岩で木棺 を安置する部屋を築造

した全長12mの 横穴式石室で,床面には石が敷かれてお り,そ の下に排水するための溝を設

けています。

出土遺物には,須恵器の子持器台,杯蓋,高杯,台付 長 頸壺,提瓶,対や金銅装の馬具 ,

鉄鏃などがあります。これらのうち,子持器台や金銅装の馬具などはこの付近であまり出

土しない貴重なもので,こ の古墳はこの地においてかなり勢力を持った人の墓ではないか

と考えられます。
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須恵器・壺 須恵器・子持器台
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へいあんきょうあと

平 安 京 屁亦i ((助京都府埋蔵文化財調査研究センター )

平安時代～江戸時代

京都市上京区

調査地全景 (北から)

千年間の町の変遷が判明

調査地は京都市上京区の府庁旧館西側で,平安京左京の近衛大路と西 洞院大路のちょう

ど交差点に当たります。この調査では,平安時代から江戸時代までの各時代の遺構・遺物

がみつかりました。南北に走る西洞院大路は,平安時代には幅24mあ りましたが,室町時代

末期の戦国時代には,幅 17mと なり,江戸時代にはさらに 5mと 狭 くなっています。これは,

宅地が道路部分にものびていったことを示しています。道路両側の溝は,戦国時代には,

堀のように深 く掘っており,町を防御する目的があったようです。さらに,安土桃山時代

の屋敷跡や江戸時代の町屋,京都守護職の屋敷跡などがみつかりました。

出土遺物の中では,平安時代の灰釉陶器,緑 釉陶器,中 国製の青磁,安土・桃山時代の

金箔瓦,江戸時代の華南三彩盤 (カ ラーロ絵)な どが珍しいものです。
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はたえだ  ごうふん

幡枝 2号墳 (帥京都市埋蔵文化財研究所 )

古墳時代中期

京都市左京区岩倉

古墳全景

古式須恵器が供献された古墳

幡枝古墳群は,京都盆地の北側に接する,岩倉盆地の南西にあります。この古墳の西側

にあった 1号墳からは,「夫火党」 と刻 まれた銅鏡が出土 したことで有名です。

今回調査 された 2号墳は山麓に位置し,墳丘はすべて盛土で造 られた円墳です。その規

模は直径 12m・ 高さ約2.4mあ り,周囲に周溝がめ ぐらされ,墳丘斜面には葺石が葺かれて

いました。

墳頂部から東西に並んだ 2基の埋葬施設がみつかりました。東側の棺は長さ3。 Om・ 幅0.65

mの組合式木棺 を直葬 したもので,棺内から鉄剣や桂甲の小札がみつか りました。西側の棺

は長さ3.2m・ 幅0.6mの 組合式木棺を直葬 したもので,棺内から鉄剣,鉄刀,土器がみつか

りました。また,棺上の盛土の中からた くさんの須恵器の杯,蓋,高杯,壺,甕,砲 など

が出土 しました。これらは,埋葬後に墳丘上に供献された土器群 とみられます。この須恵

器の形式からこの古墳は 5世紀後半に築造されたものとわか りました。
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ながおかきょうあと 長岡京期

京都市南区東土川長 岡 :京 跡   (左京第203次 調査・(助京都市埋蔵文化財研究所 )

調査地全景

造営材などが記 された木簡が多数出土

桂川右岸の低地にあたる長岡京左京一条三坊で行われた,長岡京左京第203次調査地で,

弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴式住居跡,溝,流路などが,飛鳥時代～奈良時代前半

の流路,長岡京期の掘立柱建物跡,棚列跡,流路,平安時代～中世の掘立柱穴跡,井戸,

溝など多彩な遺構 と多量の遺物が出土しました。

その中でとくに,長岡京期の流路から多量の木簡が出土して注目されました。この流路

は,北から南へ流れ,調査地内で南東に流れの方向を変えるもので,そ の規模は幅15m以上,

延長50m以上,深 さ1.0～ 1.6mあ りました。木簡は流路の西肩の 3か所から集中して出土し

ました。木簡と木簡の削り暦は千点以上におよび,「督曹司」「近衛府」「太政 官」などの

役所名,「着天閃競望」「綿量」「¥I量」「霜晏釜」などの人名,「緯」「侵l単」などの造営

の材木が記されたものがありました。これらから,材木の陸あげ地や物資の集積場,さ ら

に付近に材木の収納などをつかさどる役所の存在などが想定されています。

- 34 -



木簡

- 35 -



ながおかのみやあと

長 岡 宮 1跡  (第 205次 調査 0(助京都府埋蔵文化財調査研究センター )

奈良時代～長岡京期

向日市鶏冠井町

調査地全景 (西か ら)

円面硯

|||

掘立柱建物ヮ乙訓郡衛 ?

調査地は,向 日市鶏冠井町

の大極殿跡の西側にあたりま

す。

この地は,長岡宮の豊楽院

跡に想定されており, また乙

訓郡街の跡とも考えられてい

ます。調査の結果,奈良時代

の掘立柱建物跡や土坑などが

みつかりました。

主な出土遺物は,須恵器,

土師器,円形の硯などです。
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ながおかきょうあと

長 岡 :京 跡   (左京第202次 調査・(助京都府埋蔵文化財調査研究センター )

都大路の橋

調査地は府立向陽高校の敷

地内にあります。長岡京の町

割 りで言うと左京四条二坊に

あたります。

この調査では,三条大路の

南の側溝とその溝に橋をかけ

るための矢板,杭などがみつ

かり,長岡京期の漆を入れた

土器や漆塗りの曲物などが出

土しました。

長岡京期

向 日市上植野町

調査地全景 (西か ら )
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土師器・高杯
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ながおかきょうあと 長岡京期

長岡京市今里長 岡 :京 跡   (右 京第310次調査・働京都府埋蔵文化財調査研究センター )

井戸検出状況(南から)

都大路の下か らみつかつた建物・ 井戸・ 木簡

長岡京市の小畑川西方,今里・井ノ内地区の発掘調査です。長岡京の町割 りでいうと,

右京二条二坊にあたります。調査の結果,長岡京にともなうものでは西二坊大路の東側の

溝,車の通ったわだちの跡,二条条間大路の南の溝などがみつかりました。このうち西二

坊大路では,地盤の弱いところに直径10～ 30cmの 大量の丸太材を敷いて,路盤を改良した

跡があり,こ のような例は長岡京でははじめてです。また,西二坊大路と二条条間大路の

辻の真ん中からは,井戸 1基が確認されました。この井戸は,長 さ1.4mの板を組み合わせ

た井籠組みの井戸で,周囲に石敷の溝をめ ぐらすなど精巧なものです。

長岡京期に埋められた自然の流れの中から,「御曹司」「御 司召」「流人」などの文字を

記した木簡,「 園 司」,「 園宅」と墨書された土器がみつかりました。このことは,長岡京

ができる以前に周辺に公的な建物があったらしいことをしめしており,注 目されます。
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ながおかきょうあと 長岡京期

長岡京市神足長 岡 京 l跡  (左京第204次 調査・働長岡京市埋蔵文化財センター )

調査地全景

長岡京内の宅地のようすが鮮明に

小畑川と桂川にはさまれた低地に位置する,長 岡京左京六条一坊の長岡京左京第204次調

査では江戸時代以降,長岡京期,古墳時代の 3時期の遺構や遺物がみつか りました。その

大半は長岡京期に属するもので,南北方向の小路をはさんだ宅地の様相が明らかになると

ともに,そ こでの生活のようすを示す多彩な遺物が出土 しました。

調査地の中央でみつかった道路跡は,朱雀大路から東へ 3本 目の南北道路 (東一坊第二小

路)で,路面幅 (両側溝の心々距離)約 9.3mを 測 ります。道路の両側の宅地では,溝,建物 ,

井戸などの遺構が多数みつか りました。この西側の宅地では,中央の東西溝によって, 2

区画に分けられ,それぞれ広場の周囲に建物などが整然 と配置されていました。この 1区

画は,一町分の敷地を 8分の 1に分割された区画の一つ と考えられました。建物周辺や井

戸の中などから,土器,瓦,土製品 (土馬,紡錘車,陶硯),木製品 (檜扇,斎串,横櫛,独

楽),金属製品 (小銅鏡,帯金具,銭貨)な どの遺物が出土 しました。
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しば が もと い せき

芝ヶ本遺跡 (向 日市教育委員会 )

古墳時代前期

向日市上植野町

ガラス勾玉鋳型(左 :砂岩製,右 :土製)

ガラス勾玉鋳型 と石釧の出土 した集落

芝ヶ本遺跡は,桂川右岸の低地に位置する古墳時代前期～後期の集落跡です。1986年 に

行った長岡京跡左京第145次調査の際,下層から大量の古墳時代前期の遺物が出土し初めて

遺跡であることが確認されました。特に,一緒に出土したガラス勾玉鋳型と凝灰岩質砂岩

製の石 釧は全国的にみても珍しい資料 として注目されます。

ガラス勾玉鋳型は,砂岩製のものと土製のものがあります。いずれも長軸3.7cm。 短軸3.5

cm分残っています。砂岩製の鋳型は,表に 3個体,裏に 1個体の勾玉の形が掘 り込まれて

います。鋳型が赤変していることから,実際にガラス勾玉を鋳造したものと考えられます。

土製の鋳型は,表に 3個体の勾玉の形が残っていますが,裏にはありません。鋳型中央に

残る勾玉は唯一完全な形に復原できるもので,長さ2.Ocm。 厚さ0。 5cmを 測ります。鋳造は,

勾玉の頭部に残る小さな穴に金属棒を立て,溶解ガラスを流し込んで行います。勾玉鋳型

は,弥生時代で 4遺跡 6例が出土していますが,古墳時代では初めての発見です。芝ヶ本

遺跡には当時としてはめずらしいガラス鋳造という特殊技術を持ち,乙訓地方を代表する

豪族と強い結び付きをもった人々が居住していたのです。
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しょうりゅう じ じょうあと

月券 青ヨ :寺 裁丸 罰 F (m長 岡京市埋蔵文化財センター )

戦国時代

長岡京市勝龍寺

北門桝形検出状況

近世城郭への歩みを語る遺構

勝龍寺城跡は桂川の右岸の低地に位置し,現在まで堀や土塁を良好に残している代表的

な中世 城 郭として知られています。この城は,南北朝時代の暦 応 2(1339)年細川頼春が築

城したと伝えられ,後に元亀 2(1571)年 細川藤孝が入り,大改修工事をしました。天正10(1582)

年本能寺の変後の山崎合戦では明智光秀が入城しました。その後,廃城となり,城の石垣

は淀城に運ばれたと伝えられています。江戸時代には,一時永井直清 2万石の大名の居城

となった記録などがあります。

今回の発掘調査は,公園整備にともなって,本丸と西側の沼田丸を対象として,大規模

に行われました。その結果,元亀 2年の改修後の遺構が主に検出されました。本丸を囲む

堀,北門の桝形,北東部の隅 櫓や土塁裾,沼 田丸の堀の一部等に本格的な石垣が使用され,

建物群には礎石や瓦葺き等の使用が認められるなど,複雑な構造と堅固な造 りになってお

り,予想以上に本格的な城郭であることが判明しました。
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永禄 9年 (1566)銘一石五輪塔

鬼瓦と鳥余瓦

天文元年(1532)銘名号板碑

瓦器茶釜

軒丸瓦と軒平瓦
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やましろこく ふ あと

山城国府跡 (大 山崎町教育委員会 )

平安時代

大山崎町大山崎

平安時代の井戸と木樋の溝

交通の要衝のにぎわいを示す多彩な遺物

大山崎の地は,京都盆地への西の人口として,古来交通上の重要な施設が造 られてきま

した。 とくに,長岡京や平安京に遷都 されると,その重要性はますます増加 し,山崎橋に

加えて,山崎津,山崎駅,離宮,国府などの施設が相次いで置かれました。

昭和62063年度に行われた国府推定地の14015次調査では,東西方向の古代の山陽道の

北側溝 とみられる溝 と,その北側に展開した施設群の一部が検出されました。それらは,

多数の掘立柱建物の柱穴群,井戸,大木をくり貫いて作った木樋の溝などで,さ らに調査

地の西端では,敷地を区画する南北方向の溝 とそれに平行する築地状の遺構などがみつか

りました。小面積の調査地にもかかわらず,多種多量の遺物が出土 しています。 とくに,

南北溝からは,緑 釉陶器,灰釉陶器,土師器,輸入陶磁器,銭貨が多量に出土 し,銭貨は

皇朝十二銭が全種類,286枚 も出土 しました。その他「性雲近□」などと書かれた文字瓦 ,

各種の軒瓦,鉛帯金具,用途不明の金銅製金具などが出土 しています。
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こ ま でらあと

高麗寺跡 (山 城町教育委員会 )

飛鳥時代～平安時代

山城町上狛

風鐸の鋳型

青銅器や瓦の製作工房 を発見

本津川右岸の段丘上 にある高麗寺跡は,山城最古の寺跡 として著名で,国の史跡に指定

されています。史跡の指定範囲は伽藍の一部であるため,昭和59年以来寺域全体の範囲を

確認するための発掘調査が行われました。最終年度の 5年 目に当たる昭和63年度には,寺

域の北限を確認するための調査 と,回廊跡や瓦窯の調査が行われました。

寺域の北限を確認する調査では,南限築地の北200m付近まで寺域が広がっていることが

わか りました。この寺域北方部の調査では,寺域内に金属工房が置かれていたことがわか

ったのは,注 目すべ き大 きな調査成果でした。そこでは,大小 2種類の風鐸の鋳型が多量

に出土しました。小さい風鐸の鋳型は,長さ17cmの風鐸 を作るためのもので,塔の相輪を

飾った風鐸 とみられました。大 きい方は,長さ23cmあ り軒下用です。回廊跡の調査では北

西隅が良好な状況で検出されました。また,寺域の東限の外側で,平安時代の補修用の瓦

を焼いた瓦窯がみつか りました。
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お だ がい と い せき

小田垣内遺跡 (ω京都府埋蔵文化財調査研究センター )

室町時代

田辺町普賢寺

調査地全景

土塁に封 じこめ られた石仏

小田垣内遺跡は,田辺町の西南,普賢寺谷の丘陵上に位置する中世の城館,墓地跡です。

発掘調査の結果,遺跡は14世紀から16世紀初めまで墓地として使用され,その後16世紀末

まで城館として機能していたことがわかりました。墓地に関するものとしては,石仏,五

輪塔,及び蔵骨器 (遺骨を入れる容器)な どがみつかっており,こ の地の有力な名 主や国人

たちの墓 と考えられています。特に石仏 4体については,当時のままに立った状態で土塁

に埋めこまれていました。城館については, 3つの郭と土塁,空堀を築いていました。

なお,付近には,織田信長と戦った大西氏の居城があり,何 らかの関係がうかがえます。

- 46 -



石仏出土状況

石 仏
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みや  した い せき 弥生時代

田辺町宮津宮 の ¬F遺 跡   (田 辺町教育委員会 )

調査地主要部全景

南山城初の弥生時代前期の集落

宮の下遺跡は木津川左岸の低地に営まれた弥生時代～中世の集落跡で,鉄道の車庫が建

設されることになり,昭和61～ 63年度に発掘調査が行われました。その結果,弥生時代前

期の土坑群,弥生時代中期～後期の方形周溝墓,古墳時代の竪穴式住居跡,奈良時代の大

規模な掘立柱建物跡群,平安時代の井戸,中世の井戸など各時代の遺構がみつか りました。

とくに,弥生時代前期の土坑が10基以上のほか,溝,炉跡などが検出されたのは注目さ

れました。今まで南山城では,弥生時代前期の土器は,断片が 1・ 2点出土 したことはあ

っても, まとまって出土 したことは全 くありませんでしたが,今回遺構にともなってかな

りの量の土器が出土しました。弥生時代前期の住居跡は検出されませんでしたが,こ れに

よって弥生時代前期に南山城でも集落が営まれていたことが実証されました。出土 した弥

生土器は,壺,甕,鉢,蓋などで,弥生時代前期でも後半の特徴である,沈線文,貼付突

帯文等の文様があります。
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弥生土器・壺蓋

弥生土器・壷

弥生土器・甕蓋

弥生土器・甕

弥生土器・壷各種文様
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しょうにん が ひら い せき

上 人ヶ平遺跡 ((貝わ京都府埋蔵文化財調査研究センター )

古墳時代～奈良時代

木津町市坂

調査地全景

古墳群 と埴輪工房

上人ヶ平遺跡は,木津町の南端の台地上に位置する複合遺跡で,今までに16基の古墳,

埴輪を焼いた窯跡,奈良時代の建物跡などが確認されています。

古墳は,南 と北の 2つのグループに分けることができ,今まで14基が発掘調査されてい

ます。古墳の大部分は小さなものばかりですが,遺物は,馬形 (カ ラーロ絵),蓋形,盾形

などの多彩な形象埴輪をもつことが特徴です。この古墳群は 5世紀中ごろから6世紀前半

に造られたと考えられます。

この古墳群の近 くで丘陵の斜面をトンネル状にくり抜いた地下式の埴輪窯が新たに発見

され注目を集めました。この窯跡の中からは,円筒埴輪や形象埴輪 (盾 ,家,鶏,蓋 )な ど

多数の埴輪が出土しました。埴輪の窯跡と,そ こで焼いた埴輪をならべた古墳とが近接し

ていることはきわめて注目されます。

また奈良時代の遺構としては掘立柱建物跡,溝,井戸などがありますが,こ れらの建物

跡は一定の企画のもとに整然と配された状況が確認されており,隣接する市坂瓦窯に関す

る管理運営施設とみられます。
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家形埴輪

円筒埴輪
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蓋形埴輪



鬼瓦

軒丸・軒平瓦
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へ ら さか こ ふん

幣羅坂古墳 (働京都府埋蔵文化財調査研究センター )

古墳時代中期

木津町市坂

調査地全景

玉類ヮ竪櫛をもつ木棺直葬墳

幣羅坂古墳は,上人ヶ平遺跡を見おろす丘陵の先端部に築かれた古墳です。表面が土取

りのために削られていて,正確な形はわかりませんが,発掘調査の結果,東西30m・南北20

m。 高さ2mの規模を持つことがわかりました。埋葬主体は木棺を直接納めたもの (木棺直

葬)です。出土した遺物には,円筒埴輪,形象埴輪 (家,盾,短甲,冑 ),鉄刀,刀子,勾玉,

管玉,ガラス小玉,竹で作った竪櫛などがあります。

これらのことから,こ の古墳は 5世紀はじめから中ごろに築造されたもので,隣接する

上人ヶ平古墳群より先に築かれたものと考えられます。
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その他の注目された遺跡

鳥居前古墳 鳥居前古墳は大山崎町円明寺鳥居前の丘陵上に所在する古墳時代前期の帆

立貝形の前方後円墳です。過去 2回の調査によって,墳丘全長約50m,後 円部の直径約40m,

高さ7mの規模で,後円部頂上には竪穴式石室が築かれていたことなどがわかりました。昭

和63年度には,大阪大学によって前方部先端,後円部斜面,後円部頂上などの調査が行わ

れました。この調査によって,前方部側面の墳丘裾の葺石の外側にも葺石状の列石がみつ

かりました。古墳の築造過程を究明する上で貴重な資料 となるものです。

二子塚古墳 二子塚古墳は宇治市五ケ庄大林の平地に所在する古墳時代後期の前方後円

墳です。古 くに後円部を削平され,前方部のみが残されている古墳ですが,昭和62年度の

発掘調査などにより,二重周濠を巡らし,前方部が著しぐ発達 した典型的な後期の前方後

円墳で,墳丘全長約110mの 規

模を有することなどがわかり

ました。昭和63年度の宇治市

教育委員会の調査では後円部

中央にあった横穴式石室の基

礎III事:の ようすが明らかにな

りました。それは,東西18.5

m以上・南北8。 5m以上・深さ

約3.5mの土坑の中に大きな礫

を何段も敷き詰めるという大

規模かつていねいなものでし

た。

恭仁宮跡 恭 仁 宮 は 天 平

12(740)年 に聖武天皇によって

営まれ,わずか 4年で廃都に

なった短命の都です。京都府

教育委員会の昭和62年度の朝

堂院南端部の調査で南限を区

画する棚列が検出されました。

昭和63年度の調査では,こ の

i柵列につながる門を検出する

ことができました。

鳥居前古墳前方部墳丘裾の葺石 と下方の列石
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二子塚古墳後円部横穴式石室基礎土坑と礫群

恭仁宮跡朝堂院南門東半部の柱穴群
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展示品目録
番
号 遺跡名 出展遺物

点
数 時  代

番
号 遺跡名 出展遺物

点
数 時  代

日光寺遺跡 青磁椀 鎌倉時代

古墳時代中・後期

古墳時代・後期

弥生時代 0後期

弥生～古墳時代

弥生時代・中期

古墳時代 0中期

古墳時代 0前期

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

平安～鎌倉時代

平安～鎌倉時代

鎌倉時代

平安時代

室町時代

安土桃山時代

江戸時代

長岡京期

江戸時代

18 長岡京跡

左京第202次

須恵器

墨書土器

土師器

長岡京期

遠所古墳群 須恵器

土師器

１３

３

19 長岡京跡

右京第310次

墨書土器

木簡

檜扇

奈良～平安時代
休場古墳 須恵器

紡錘車

金環

刀子

工類

９

１

１

２

１７
25 小田垣内遺跡 石 仏 室町時代

27 上人ヶ平遺跡 埴輪

軒丸

鬼瓦

軒平瓦

墨書土器

古墳時代・中期

奈良時代

温江遺跡 はしご

弥生土器

土錘

桑飼上遺跡 有孔円板

土師器

玉類

２

５

・括

28 幣羅坂古墳 玉 類 一括 古墳時代・中期

以上,償わ京都府埋蔵文化財調査研究センター
興遺跡 分銅形土製品

かんざし 鴫谷東 1号墳 埴輪

土師器

古墳時代 0中期

私市円山古墳 玉 類 3連

以上,立命館大学文学部11 青野西遺跡

(第 4次 )

土師器

作山古墳群 埴輪

埴輪片

土製品

古墳時代前・中期

12 千代川遺跡

(第 14次 )

木製品

土師器

石帯

緑釉陶器

須恵器

墨書土器

瓦器

以上,加悦町教育委員会

10 青野西遺跡

(第 3次 )

土師器

土師器片

勾玉

古墳時代 。前期

14 平安京跡 緑釉瓦

すり鉢

金箔瓦

華南三彩盤

椀

以上,綾部市教育委員会

13 医王谷 1号墳 須恵器

馬具

１７

　

９

古墳時代・後期

17 長岡宮跡

第205次

須恵器

円面硯

鉢

土師器

ひょうそく

以上,亀岡市教育委員会

15 幡枝 2号墳 須恵器

鉄剣

鉄刀

古墳時代 0中期
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番
号 遺跡名 出展遺物

点
数 時  代

番
号 遺跡名 出展遺物

点
数 時  代

16 長岡京跡

左京第203次

木簡

木器

鉄鏃

刀子

4

5

1

1

4

長岡京期

墨書土器

以上,京都市考古資料館

20 長岡京跡

左京第204次

銭貸

銅鈴

ガヽ金同金竜|

鋒帯金具

鉄釘

檜扇

斎串

横櫛

手斧の柄

錐の柄

独楽

漆器

ミニチュア土器

15

1

1

1

5

1

2

2

1

1

1

2

3

長岡京期

22 勝龍寺城跡 永禄 9年銘一石

五輪塔

天文元年銘

名号板碑

双体石仏

軒丸瓦

軒平瓦

鬼瓦

輸入染付磁器

瓦器茶釜

鉄砲玉

刀子のサヤ

1 戦国時代

1

1

1

1

1

4

1

5

1

22 刀 のサ ヤ ジ リ 戦国時代

以上,長 岡京市教育委員会

21 芝ヶ本遺跡 ガラス勾玉・鋳型

勾玉複製

石釧

土師器

須恵器

古墳時代・前期

古墳時代・後期

以上,向 日市教育委員会

23 山城国府跡 銭貨

墨書土器

軒丸瓦

文字瓦

鈴帯金具

緑釉陶器

灰釉陶器

青磁

須恵器

２５

．
１

２

２

２

８

１

平安時代

以上,大山崎町教育委員会

24 高麗寺跡 風鐸鋳型

線刻平瓦

奈良時代

以上,山城町教育委員会

26 宮の下遺跡 弥生土器

弥生土器片

４
　
Ｈ

弥生時代 0前期

以上,田辺町教育委員会

謝  辞

本展覧会を開催するにあたっては,財団法人向日市埋蔵文化財センターから多大の御助力を賜

りました。また,資料の調査・出展などに次の諸機関の御助力を得ました。記して深 く謝意を表

します。

立命館大学文学部・大阪大学文学部・加悦町教育委員会 e綾部市教育委員会・亀岡市教育委員

会・財団法人京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館・向日市教育委員会・財団法人向日市

埋蔵文化財センター 0長岡京市教育委員会・財団法人長岡京市埋蔵文化財センター・大山崎町教

育委員会 0宇治市教育委員会 0田辺町教育委員会 0山城町教育委員会 0京都府教育委員会
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網 野 町 栄

展 覧会 出 品遺 跡位 置 図

丹 後 町 ′
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―、′′`イ 伊 根 町

|.日 光寺遺跡

2。 遠所古墳群

3.休場古墳

4.温江遺跡

5.鳴谷東 1号墳

6.作山古墳群

7.桑飼上遺跡

8。 興遺跡

9。 私市円山古墳

10。 青野西遺跡(第 3次 )

||.青野西遺跡(第 4次 )

12.千代川遺跡 (第 14次 )

13。 医王谷 l号墳

14。 平安京跡

15.幡枝 2号墳

市

1 
｀ ｀

久 美 浜 町

夜 久 野

岩 滝 町
宮

0

津 市
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部 市

1′11
8● |
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三 和 町 ′
′

T山 一
:′ 垢 穂

和 知 町
「
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、

大 山崎 町
久 御 山町

八 幡 市

美 山 町

井 手 町

16.長岡京跡(左京第203次 )

17。 長岡宮跡(第205次 )

18。 長岡京跡(左京第202次 )

19。 長岡京跡(右京第310次 )

20。 長岡京跡(左京第204次 )

21.芝 ヶ本遺跡

22。 勝龍寺城跡

23。 山城国府跡

24.高麗寺跡

25。 小田垣内遺跡
26.宮の下遺跡

27。 上人ヶ平遺跡

28。 幣羅坂古墳
29。 鳥居前古墳

30。 二子塚古墳
31.恭仁宮跡

岡亀 市

‐
３

●
１

●

１

　

　

て

京 市

南
山
城
村

宇

田原 町
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(表紙写真 :私市円山古墳 )






